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平成 29 年６月期通期連結業績予想の修正並びに剰余金の配当(中間配当)及び 

配当予想(増配)に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 29 年２月 10 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28

年８月 12 日に公表いたしました平成 29 年６月期（平成 28 年７月１日～平成 29 年６月 30 日）の通期業績予想を修

正いたします。また、平成 28 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議し、通期業

績予想の修正に伴い、平成 29 年６月期期末配当予想について、修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 

 

１．業績予想の修正について 

（１）平成 29 年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年７月１日～平成 29 年６月 30 日） 

（単位：百万円）  

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 21,542 887 875 534 231.91 円 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 22,533 1,098 1,087 670 291.05 円 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 991 211 212 136 ― 

増 減 率 （ ％ ） 4.6 23.8 24.2 25.5 ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ６ 月 期 ） 
21,093 886 866 492 244.81 円 

 

（２）業績予想修正の理由 

売上高は、下期にニューモデルの投入やフルモデルチェンジを控えており、引き続き、順調に推移する見込みで

あります。利益面においては、当初予定しておりました出店・移転が計画どおりに完了したこともあり、下期は当

初の計画どおりに進捗する見込みであります。第２四半期累計期間の業績及び下期の見通しを踏まえ、平成 29 年６

月期通期業績予想を修正することといたしました。 

  



２．剰余金の配当（平成 29 年６月期中間配当）及び配当予想の修正について 

（１）剰余金の配当（中間配当）の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成 28 年８月 12 日公表） 

前期実績 

（平成 28 年６月期） 

基 準 日 平成 28 年 12 月 31 日 同左 平成 27 年 12 月 31 日 

１ 株 当 た り 配 当 金 10 円 00 銭 同左 0 円 00 銭 

配 当 金 の 総 額 23,040,800 円 ― ― 

効 力 発 生 日 平成 29 年３月 10 日 ― ― 

配 当 原 資 利益剰余金 ― ― 

 

 

（２）修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（平成 28 年８月 12 日発表） 
10 円 00 銭 24 円 00 銭 34 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想  34 円 00 銭 44 円 00 銭 

当 期 実 績 10 円 00 銭   

前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ６ 月 期 ） 
0 円 00 銭 

43 円 00 銭 

（普通配当 28 円 00 銭） 

（記念配当 15 円 00 銭） 

43 円 00 銭 

（普通配当 28 円 00 銭） 

（記念配当 15 円 00 銭） 

 

（３）配当予想修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する配当政策を経営の重要課題の一つと位置づけており、安定した配当を継続して実施

していくことを基本方針としております。通期業績予想の修正に伴い、期末配当金を当初予定の 24 円 00 銭から 10

円増配の 34 円 00 銭に修正いたします。 

 

（注記） 

上記の予想は、本資料の発表日現在に入手可能な資料を基に作成したものであり、実際の業績は、様々な要因に 

より、予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


